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主な研究課題 
・網膜下瘢痕病巣形成メカニズム解明とその治療への応用 
・網膜硝子体疾患およびぶどう膜炎におけるサイトカインネットワークを基盤とした発症機序の
解明 
・感染性角膜潰瘍発症の分子機序に基づいた新たな治療薬の開発 
・遷延性角膜上皮欠損に対するペプチド療法の有効性評価 
・線維柱帯切除術後に及ぼすプロスタグランジン誘導体の影響とその制御 
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